
 

Ｒ＆Ｄ現場を変える思考改革 

９２年筑波大学を卒業、シャープ（株）入社。エンジニアとして先端電子デバイスの研究開発・製品開発・生
産技術開発に取り組む。通産省（当時）主幹の次世代研究プロジェクトに参画。９９年（株）日本能率協会
コンサルティング入社。１４年間にわたり、技術経営（ＭＯＴ）、イノベーションマネジメント、研究開発（Ｒ＆
Ｄ）マネジメントを主領域としたコンサルティングに従事。２０１４年（株）ケミストリーキューブ設立。 “技術人
材の知恵を、価値を創り出す力に変える”をコンセプトとして、ものづくり企業・技術系企業の技術力の強化
と人材の開発を支援している。 

ものづくり企業が保有する自社技術は、現在の事業を支えるだけでなく、未来へ向けたイノベーションを生み出す中核資源であり、これらを効果的に活

用・蓄積できるか否かは、企業の成長を大きく左右します。しかし、多くのＲ＆Ｄ現場では「技術が属人化してしまっている」「社内にどんな技術がある

のかよくわからない」「部門間で技術の共有化ができていない」「技術が開発しっぱなしになっている」など、技術マネジメントが機能していない現状に悩

みを抱えています。一方で、これらの現状を改善するため、Ｒ＆Ｄ組織の見直しや仕組みの導入などを行うも、表面的な取り組みに終始してしまって

いる事例も見られます。技術マネジメントを効果的に行い、イノベーションを生み出す力を高めるためには、現場の技術者、研究者一人ひとりの思考改

革（技術に対する考え方、研究開発に対する姿勢）が鍵になります。本セミナーでは、イノベーションに挑戦するＲ＆Ｄの管理者及び担当者を対象とし

て、Ｒ＆Ｄ現場における技術者、研究者の思考改革の進め方について、ケミストリーキューブが開発した独自手法をもとに解説します。 

講  師 

 

●日 時●  ２０１６年６月２３日（木）１３：００～１７：００ 

●会 場●  企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

～顧客価値を起点としたＲ＆Ｄプロセスの実践ノウハウ～ 

 

6/23 

（木） 

１３：００ 

１．Ｒ＆Ｄのミッションと現場の悩み 
（１）イノベーションの時代 
   ・ものづくり企業を取り巻く変化 
   ・イノベーションとは「価値の創造と具現化」  
（２）Ｒ＆Ｄのミッションと現場の悩み 
   ・経営戦略・事業戦略との整合から創発へ 
   ・Ｒ＆Ｄ現場の悩み 
（３）Ｒ＆Ｄの価値創造力を高めるために 
   ・価値創造力を高める３つの着眼 
   ・各社の取り組み 
２．Ｒ＆Ｄを変える思考改革 
（１）一人ひとりの思考改革が鍵を握る 
   ・組織変更や仕組みの導入だけでは変わらない 
   ・思考（考え方）が変わらなければ行動は変わらない 
（２）技術マネジメントの難しさ 
   ・技術という概念の曖昧性 
   ・技術は見えにくく、コミュニケーションしにくい 
   ・細分化の罠 ～枝を見えるが森は見えず～ 
（３）思考改革のコンセプト 
   ・複雑な手法や仕組みは定着しない 
   ・技術マネジメントの難しさをどう解消するか 
   ・「気づき」が思考改革のドライバー 
   ・今取り組んでいるテーマ・技術から始める   
３．顧客価値を起点としたＲ＆Ｄプロセスの実践 
（１）実践手法のフレームワーク 
   ・技術を捉える５つの次元（５階層モデル） 
   ・ｉＭａｐ（アイマップ）とは 
   ・３つの実践ノウハウ 
（２）技術を構造的に可視化する実践ノウハウ 
   ・技術を理解する基本フレーム ～技術と技能～ 
   ・機能を中心に技術を記述する 
   ・機能⇒目的機能と技術機能 
（３）顧客価値をイメージアップする実践ノウハウ 
   ・顧客価値の考え方  ～価値は機能ではない～ 
   ・顧客価値を考える視点 
   ・価値コンセプトの切り口 
   ・顧客の困りごとは何か 
   ・バリューカタログ ～顧客視点になりきる～ 
   ・顧客インタビューの実施ポイント 
（４）強み技術を見極める実践ノウハウ 
   ・技術の評価のフレームワーク 
   ・顧客価値と技術との関係から強み技術を特定する 
４．実践事例の紹介 

 
※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。  

開催にあたって 

161053-1010  Ｒ＆Ｄ現場を変える思考改革 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） 

税込・資料代含 

１７：００ 

Ｒ＆Ｄ現場を変える思考改革 

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

■参加要領：申込書はＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mailにてお送り下さい。当会ホームページからもお申込み頂けます。 

後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HPにてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 

※お申し込み後のキャンセルはお受けいたしかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願い致します。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／川守田 E-mail:kawamorita@bri.or.jp 

 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2麹町 M-SQUARE 2Ｆ 
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